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三
重
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
で

は
、
今
年
度
の
新
規
事
業
と
し
て
地
方
財

政
研
究
会
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
バ

ブ
ル
崩
壊
か
ら
今
日
ま
で
の
日
本
経
済
の

状
況
に
よ
っ
て
、
国
と
地
方
自
治
体
共
に

起
債
に
頼
り
、
大
幅
な
起
債
残
高
を
抱
え

る
に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
借
金

体
質
の
中
で
、
非
常
に
厳
し
い
財
政
運
営

を
強
い
ら
れ
て
い
る
地
方
自
治
体
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
国
が
推
し
進
め

て
い
る
地
域
主
権
改
革
な
ど
の
政
策
の
動

向
に
伴
い
、
地
方
自
治
体
も
財
政
面
や
事

務
事
業
、
政
策
な
ど
に
対
応
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
国
の
政
策
実
施
に
伴
う
地

方
財
政
の
情
報
及
び
資
料
を
把
握
し
、
問

題
点
を
明
ら
か
に
し
、
財
政
知
識
の
向
上

に
努
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
方
財
政
の

健
全
化
に
資
す
る
こ
と
を
当
研
究
会
の
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

研
究
会
の
第
１
回
と
し
て
、
２
０
１
０

年
８
月
４
日
（
水
）
に
、
地
方
自
治
総
合

研
究
所
研
究
員
の
飛
田
博
史
氏
を
講
師
に

招
き
、「
地
方
税
財
政
改
革
の
動
向
と
そ

の
周
辺
」
と
題
し
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
講
演
内
容
の
概
要
を
２
回
に
わ
た
り

報
告
し
ま
す
。

　

最
初
に
今
の
地
方
財
政
の
状
況
は
、
小

泉
改
革
以
降
、
景
気
が
回
復
基
調
に
あ
っ

て
、
H
19
年
ぐ
ら
い
ま
で
は
世
界
経
済

も
上
向
き
で
財
政
も
右
肩
上
が
り
に
若

干
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
H
20
年
の
秋

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
が
起
き
、
そ
れ
に
よ

る
世
界
経
済
の
低
迷
、
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト

が
財
政
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
い

う
と
こ
ろ
が
こ
の
２
年
間
の
状
況
で
す
。

　

H
21
年
度
の
国
と
地
方
の
税
収
は
決
算

ベ
ー
ス
（
見
込
み
）
で
見
る
と
減
収
が
大

き
い
で
す
。
国
が
37
・
８
兆
円
、
地
方
が

34
・
7
兆
円
で
、
国
が
40
兆
円
を
切
る

と
い
う
の
は
１
９
８
５
年
以
来
と
い
う
こ

と
で
す
。
地
方
税
収
に
つ
い
て
も
減
収
幅

が
過
去
最
大
と
い
う
こ
と
で
、
非
常
に
大

き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

言
え
ま
す
。

　

そ
う
い
う
中
で
地
方
財
政
は
H
22
年

度
も
厳
し
い
状
況
で
、
地
方
財
政
計
画

ベ
ー
ス
で
は
18
・
２
兆
円
の
財
源
不
足
で

す
。
こ
れ
も
過
去
最
大
の
財
源
不
足
で

す
。
地
財
計
画
で
の
地
方
税
収
の
見
込
み

額
は
、
H
21
年
度
36
・
１
兆
円
だ
っ
た

の
が
H
22
年
度
32
・
５
兆
円
に
な
り
前

年
度
比

－

10
・
２
％
、
H
21
年
度
よ
り
も

さ
ら
に
落
ち
込
む
見
込
み
と
い
う
の
が
現

状
で
す
。
特
に
個
人
住
民
税
の
場
合
は
前

年
度
課
税
で
あ
り
イ
ン
パ
ク
ト
が
１
年
ず

れ
る
の
で
、
国
税
よ
り
も
お
そ
ら
く
遅
れ

て
く
る
で
し
ょ
う
。
今
年
度
も
地
財
計
画

の
税
収
見
込
み
は
非
常
に
厳
し
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
た
だ
交
付
税
を
見
る
と

H
21
年
度
15
・
８
兆
円
が
H
22
年
度
16
・

８
兆
円
で
１
兆
円
プ
ラ
ス
、
こ
れ
は
民
主

党
政
権
に
な
っ
て
か
ら
の
昨
年
の
地
財
対

策
に
お
い
て
、
交
付
税
の
１
兆
円
増
額
と

い
う
よ
う
な
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
で

何
と
か
確
保
し
た
の
で
す
が
、
交
付
税
の

財
源
と
な
る
国
税
は
大
幅
に
落
ち
込
ん
で

い
ま
す
の
で
、
実
は
や
り
く
り
は
か
な
り

厳
し
い
状
況
で
す
。
歳
出
を
見
る
と
人
件

費
関
係
、
公
共
事
業
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が

引
き
続
き
削
減
と
い
う
こ
と
で
、
社
会
保

障
に
か
か
る
一
般
行
政
経
費
だ
け
が
伸
び

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
交
付
税
大
綱
が
出
ま
し
た

が
、
不
交
付
団
体
が
半
減
し
ま
し
た
。
川

崎
市
を
除
く
政
令
市
が
軒
並
み
交
付
団
体

に
な
り
ま
し
た
。
名
古
屋
市
の
場
合
は
減

税
し
て
い
る
場
合
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
非

常
に
交
付
団
体
が
増
え
た
と
い
う
現
状
で

す
。
不
交
付
団
体
の
数
75
団
体
と
い
う
の

も
昭
和
56
年
以
降
過
去
最
低
で
す
。

　

こ
う
い
っ
た
状
況
は
当
然
、
国
も
地
方

も
税
収
減
と
い
う
の
は
影
響
が
大
き
い
わ

け
で
す
が
、
で
は
景
気
が
良
く
な
れ
ば
い

い
か
と
い
う
と
、
今
の
国
と
地
方
の
税
収

構
造
自
体
が
法
人
税
頼
み
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
構
造
的
に
景
気
の
良
し
悪
し
に

関
わ
ら
ず
、
税
収
を
稼
ぐ
、
徴
収
す
る
、

確
保
す
る
力
が
弱
く
な
っ
て
き
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
地
方
税
に
お
け
る
主
要
税
目

の
税
収
の
推
移
で
は
、
個
人
住
民
税
は
伸

び
て
い
ま
せ
ん
。
所
得
の
中
間
層
が
非
常

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
地
方
財
政
へ
の

イ
ン
パ
ク
ト̶

未
曾
有
の
財
源
不
足

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
地
方
財
政
へ
の

イ
ン
パ
ク
ト̶

未
曾
有
の
財
源
不
足
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菅
総
理

は
財
務
大

臣
の
時
期

か
ら
、
ブ

レ
ー
ン
で

あ
る
ケ
イ

ン
ズ
経
済

学
者
の
小

野
善
康
教

授
（
大
阪

大
）
や
権

丈
善
一
教

授
（
慶
応

大
）
な
ど

の
助
言
を

通
じ
て
、

消
費
税
増

税
と
社
会

保
障
へ
の

投
資
を
通

じ
た
経
済

成
長
路
線

を
唱
え
て

お
り
、
こ

の
政
策
的

裏
付
け
を

得
る
た
め

に
昨
年
の

政
権
交
代

以
来
、
事

実
上
休
止

状
態
で

あ
っ
た
財

政
制
度
等
審
議
会
（
財
務
省
所
管
）
を
４

月
26
日
に
再
開
さ
せ
て
い
ま
す
。

•

新
成
長
戦
略
（
６
月
18
日
閣
議
決
定
）

　

新
内
閣
の
経
済
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ

11
日
の
参
議
院
選
で
の
大
敗
に
よ
り
、
消

費
税
増
税
の
主
張
は
陰
を
潜
め
た
も
の

の
、
来
年
度
予
算
へ
向
け
た
歳
出
抑
制
の

姿
勢
は
基
本
的
に
変
わ
り
ま
せ
ん
。

る
「
新
成
長
戦
略
」
で
は
、「
強
い
経
済
」

「
強
い
財
政
」「
強
い
社
会
保
障
」
を
実
現

す
る
と
し
て
、
社
会
保
障
の
充
実
に
よ
る

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
基
礎
と
し
た
医

療
・
福
祉
、
環
境
、
そ
の
他
生
活
関
連
投

資
に
よ
る
需
要
創
出
と
雇
用
や
起
業
環
境

の
整
備
、人
的
資
本
へ
の
投
資
、イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
促
進
な
ど
供
給
面
の
政
策
に

よ
っ
て
実
質
成
長
率
２
％
超
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
戦
略
の
工
程
表
は
示

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
経
済
、
財
政
、
社

会
保
障
の
相
乗
効
果
が
具
体
的
に
ど
の
よ

う
に
創
出
す
る
か
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

•

財
政
運
営
戦
略
（
６
月
22
日
閣
議
決
定
）

　

一
方
、
新
成
長
戦
略
に
対
応
す
る
財
政

運
営
戦
略
で
は
、
国
と
地
方
の
長
期
債
務

残
高
が
高
水
準
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
１
８
１
％
）

に
あ
る
と
い
う
基
本
認
識
の
も
と
、
と
り

わ
け
税
制
改
革
を
含
む
歳
入
確
保
を
重
視

し
た
財
政
健
全
化
を
大
き
く
掲
げ
て
い
ま

す
。

　

具
体
的
な
健
全
化
目
標
と
し
て
、
国
と

地
方
の
基
礎
的
財
政
収
支
（
プ
ラ
イ
マ

リ
ー
バ
ラ
ン
ス
）
の
赤
字
を
２
０
１
５
年

ま
で
に
半
減
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
黒
字

化
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

財
政
健
全
化
の
第
一
ス
テ
ー
ジ
と
す
る

２
０
１
１
年
か
ら
２
０
１
３
年
に
わ
た
る

財
政
運
営
方
針
は
、
第
一
に
国
債
発
行
額

の
２
０
１
０
年
度
水
準
（
約
44
兆
円
）
以

下
の
抑
制
で
す
。
第
二
に
個
人
所
得
課

税
、
法
人
課
税
、
消
費
課
税
等
の
税
制
の

抜
本
的
改
革
お
よ
び
今
年
度
の
税
制
改
正

大
綱
に
お
け
る
租
税
特
別
措
置
（
各
種
の

租
税
減
免
措
置
）
の
見
直
し
、
第
三
に
前

年
度
の
「
基
礎
的
財
政
収
支
対
象
経
費
」

に
減
っ
て
、
M
型
の
高
所
得
者
と
低
所

得
者
の
納
税
者
の
所
得
構
造
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
中
間
層
の
年
収
の
納
税
者

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
が
構
造
的
な
影

響
だ
と
思
い
ま
す
。
固
定
資
産
税
に
つ
い

て
は
安
定
財
源
で
す
が
、
H
12
年
度
以
降

横
ば
い
で
す
。
地
方
消
費
税
は
安
定
的
で

景
気
に
関
係
な
い
の
で
、
非
常
に
重
要
な

税
目
で
す
。
著
し
く
変
動
し
て
い
る
地
方

法
人
二
税
は
景
気
の
変
動
に
合
わ
せ
て
増

減
し
て
い
ま
す
。
地
方
税
収
が
伸
び
る
と

き
も
落
ち
込
む
と
き
も
、
地
方
税
収
の
動

向
を
決
め
て
い
る
の
は
法
人
二
税
だ
と
い

う
状
況
で
す
。
法
人
二
税
の
う
ち
事
業
税

は
道
府
県
税
で
、
市
町
村
に
と
っ
て
は
法

人
住
民
税
が
入
っ
て
く
る
の
で
税
収
全
体

の
割
合
か
ら
い
う
と
高
く
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
法
人
税
の
影
響
は
大
き
い
で
す
。

　

税
収
が
伸
び
な
い
中
で
国
債
や
地
方
債

の
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
、
赤
字
公
債
に

依
存
し
て
い
る
状
況
で
す
。
国
と
地
方
の

債
務
は
財
務
省
か
ら
指
摘
さ
れ
ま
す
が
、

日
銀
の
報
告
に
よ
る
国
と
地
方
の
債
務
残

高
が
初
め
て
１
、０
０
０
兆
円
を
超
え
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
非
常
に
公
債
頼
み

と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

•

財
政
規
律
派
の
台
頭

　

６
月
８
日
に
発
足
し
た
菅
内
閣
で
は
、

い
わ
ゆ
る
財
政
規
律
派
（
仙
谷
官
房
長

官
、
野
田
財
務
大
臣
、
玄
葉
政
調
会
長
、

枝
野
幹
事
長
等
）
に
よ
る
政
府
、
党
人
事

の
布
陣
が
ひ
か
れ
、
消
費
税
増
税
と
歳
出

削
減
を
柱
と
す
る
財
政
再
建
路
線
を
政
策

基
調
と
す
る
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
７
月

税
財
政
政
策
の
動
向

税
財
政
政
策
の
動
向

（出典　総務省ホームページ）
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三
重
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
の
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
新
し
く
な
り
ま
し

た
。

　

ま
ず「
三
重
発 

耳
寄
り
情
報
」
と
銘
打

ち
、
三
重
の
自
治
体
・
地
域
の
情
報
を
発

信
す
る
コ
ー
ナ
ー
が
新
た
に
設
け
ら
れ
ま

し
た
。
三
重
の
行
事
・
祭
り
・
名
物
・
名

所
・
土
産
物
な
ど
の
各
種
情
報
も
併
せ
て

発
信
し
て
い
く
予
定
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー

の
活
動
を
広
報
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
三
重
か
ら
自
治
体
・
地
域
情
報
を

発
信
す
る
一
つ
の
場
に
、
当
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
が
な
れ
ば
と
の
ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
自
治
体
・
地
域
で
、ア
ピ
ー

ル
し
た
い
取
組
み
・
政
策
・
話
題
・
イ
ベ

ン
ト
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
か
。
わ
が
自
治

体
・
地
域
で
は
、「
●
●
を
始
め
ま
す
」、「
●

●
を
募
集
中
」、「
●
●
の
祭
り
や
り
ま

す
」、「
●
●
の
行
事
が
あ
り
ま
す
」
…
…

お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
わ
が
街
・

わ
が
故
郷
の
自
慢
も
歓
迎
で
す
。「
●
●

に
行
っ
て
き
ま
し
た
」、「
●
●
が
よ
か
っ

た
で
す
」、「
●
●
は
穴
場
で
す
」
な
ど
、

い
つ
で
も
三
重
に
ま
つ
わ
る
各
種
投
稿
を

受
付
け
て
い
ま
す
。
写
真
も
歓
迎
で
す
。

　

加
え
て
自
治
研
セ
ン
タ
ー
は
日
ご
ろ
何

を
や
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
て
い

る
方
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う

し
た
声
を
踏
ま
え
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
、
当
セ
ン
タ
ー
の
日
常
活
動
が
よ
り
見

え
る
よ
う
に
、
ブ
ロ
グ
形
式
に
し
ま
し

た
。
取
り
組
ん
で
い
る
研
究
活
動
の
様

子
、
主
催
す
る
講
演
会
な
ど
の
案
内
・
報

告
を
当
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た「
機
関
紙『
地
方
自
治
み
え
』」

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
機

関
紙
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
が
、
昨
年
11
月

以
降
、
す
べ
て
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
自
治
研
セ
ン
タ
ー
の
日
ご
ろ

の
活
動
を
、
会
員
内
外
の
み
な
さ
ま
に
よ

り
ご
理
解
い
た
だ
く
一
助
に
な
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
基
本
的
な
事
柄
は
も
ち

ろ
ん
載
せ
て
い
ま
す
。「【
紹
介
】
三
重
県

地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
ク
リ
ッ
ク

す
れ
ば
、
セ
ン
タ
ー
の
目
的
、
事
業
、
役

員
体
制
、
事
務
局
体
制
な
ど
が
確
認
で
き

ま
す
。「
設
立
ア
ピ
ー
ル
」
も
新
た
に
掲

載
し
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
の

方
は
、「
事
務
所　

ア
ク
セ
ス　

連
絡
先
」

を
ク
リ
ッ
ク
い
た
だ
け
れ
ば
、
事
務
所
の

の
総
額
を
「
歳
出
の
大
枠
」
と
し
、
こ
の

範
囲
内
に
お
け
る
個
別
経
費
の
恒
久
的
な

削
減
を
柱
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、地
方
歳
出
に
つ
い
て
は
一
応「
国

の
歳
出
の
取
組
と
基
調
を
合
わ
せ
つ
つ
」

も
、
地
方
の
一
般
財
源
総
額
に
つ
い
て
は

向
こ
う
３
年
間
は
２
０
１
０
年
度
水
準
を

実
質
的
に
維
持
す
る
と
し
て
お
り
、
か
つ

て
の
小
泉
改
革
の
よ
う
な
交
付
税
カ
ッ
ト

に
対
す
る
地
方
の
懸
念
に
配
慮
し
て
い
ま

す
。

　

財
政
運
営
戦
略
は
新
成
長
戦
略
で
掲
げ

ら
れ
て
い
る
経
済
、
財
政
、
社
会
保
障
の

一
体
的
な
改
革
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、

そ
の
優
先
順
位
は
税
源
確
保
に
重
点
を
お

く
財
政
健
全
化
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
税
源
確
保
が
進
ま
な
い
と
強
い
経
済
・

強
い
財
政
・
強
い
社
会
保
障
と
い
う
連
関

が
機
能
し
な
い
こ
と
に
な
り
、
新
成
長
戦

略
全
体
が
頓
挫
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

•

政
府
税
制
調
査
会

　

政
府
税
調
は
毎
年
度
の
国
と
地
方
の
税

制
改
革
を
審
議
す
る
諮
問
機
関
と
し
て
、

従
来
の
政
府
税
調
（
理
論
）、党
税
調
（
政

策
決
定
）
と
い
う
二
重
構
造
を
や
め
、
政

治
主
導
を
目
指
し
て
一
本
化
さ
れ
ま
し
た

（
２
０
０
９
年
９
月
29
日
閣
議
決
定
）。
税

制
の
専
門
的
な
検
討
は
、
内
部
に
専
門
家

委
員
会
（
委
員
長　

神
野
直
彦　

東
大
名

誉
教
授
）
お
よ
び
基
礎
問
題
検
討
小
委
員

会
（
座
長　

神
野
直
彦
）、
納
税
環
境
整

備
小
委
員
会
（
座
長　

三
木
義
一　

青
山

学
院
大
学
教
授
）
を
設
置
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。

　

専
門
家
委
員
会
が
６
月
22
日
の
提
出

し
た
「
議
論
の
中
間
的
な
整
理
」
で
は
、

１
９
８
０
年
代
以
降
の
さ
ま
ざ
ま
な
税
制

改
革
を
通
じ
て
、
今
日
、
税
収
力
を
大
幅

に
低
下
さ
せ
て
い
る
と
い
う
認
識
に
立

ち
、
こ
れ
ら
を
回
復
さ
せ
る
た
め
に
個
人

所
得
、
資
産
、
消
費
、
法
人
に
わ
た
る
全

般
的
な
税
制
改
革
を
行
う
必
要
性
に
言
及

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
税
の
所
得
再
分
配
機
能
の
低
下

に
つ
い
て
も
①
個
人
所
得
、
資
産
に
関
す

る
累
進
構
造
の
回
復
、
②
高
齢
化
の
進
行

と
勤
労
世
帯
の
減
少
を
見
据
え
た
消
費
税

充
実
の
検
討
、
③
法
人
税
の
税
率
と
課
税

ベ
ー
ス
の
拡
大
を
合
わ
せ
た
検
討
な
ど
に

言
及
し
て
い
ま
す
。
地
方
税
源
に
つ
い
て

は
国
地
方
の
税
源
配
分
の
見
直
し
、
地
方

消
費
税
の
充
実
な
ど
に
よ
る
安
定
的
な
税

源
の
確
保
の
必
要
性
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
（
次
号
に
続
く
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
三
重
の
自
治
体
＆

　地
域
情
報
を
発
信
し
ま
す

ホームページアドレス　http://mie-j ichiken. jp　
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］
と
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

自
治
体
・
地
域
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
送
付
先
は
『
地
方
自
治
み
え
』
発

行
所
を
参
照
く
だ
さ
い
。
E
メ
ー
ル
が

一
番
助
か
り
ま
す
が
、
他
の
方
法
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。
当
セ
ン
タ
ー
の
事
務
局
だ

け
で
な
く
、
み
な
さ
ま
と
共
に
創
り
あ
げ

る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。
至
ら
な
い
点
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
新
し
く
す
る
に

あ
た
り
、
三
重
県
企
業
庁
の
和
田
義
美
さ

ん
に
技
術
的
な
相
談
に
の
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
非
常
勤
研
究
員　

竹
峰
誠
一
郎
）

『壊れる日本人』
ケータイ・ネット依存症への告別

場
所
が
確
認
で
き
ま
す
。

　

ま
た
リ
ン
ク
先
も
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

自
治
体
の
こ
と
で
知
り
た
い
こ
と
は
、［
自

治
体
情
報
］
を
参
照
く
だ
さ
い
。「
市
町

村
職
員
の
公
務
用
Ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ａ
ｌ
サ
イ

ト
」
や「
総
務
省 

地
方
行
政
政
策
」
な
ど

と
リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。三
重
の
こ
と
で

知
り
た
い
こ
と
は
、［
三
重
地
域
情
報
］
を

参
照
く
だ
さ
い
。「
三
重
県
内
の
市
町
・
公

式
サ
イ
ト
一
覧
」、「
三
重
の
統
計
情
報
」、

ま
た
「
観
光
三
重
」
な
ど
に
も
リ
ン
ク
し

て
い
ま
す
。
全
国
各
地
の
地
方
自
治
研
究

セ
ン
タ
ー
と
も
リ
ン
ク
し
ま
し
た
。

　

是
非
新
し
く
な
っ
た
当
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
一
度
の
ぞ
い
て
み
て
く

だ
さ
い
。
Ｕ
Ｒ
Ｌ
ア
ド
レ
ス
は
［http://

柳田　邦男 著 ／新潮社
　皆さんは、自分がいつごろからインターネットを使い始
めたか覚えていますか。私は大学生になってから始めまし
た。今思うと善悪の判断ができ、自分で責任をとる自覚が
でき始めたころだったので、ちょうどよい時期に始めたと
思います。
　現代の私たちにとって、毎日携帯電話でメールをチェッ
クしたり、インターネットで情報を検索したりするという
のは当たり前の状況です。さらには、インターネットゲー
ムにのめりこんで閉じこもってしまったり、携帯電話の
メールですぐに返信がないと不安になってしまったり。こ
れは親が携帯電話を与えれば子どもたちにも当てはまりま
す。本著では子どもの発育に「ノーケータイデー」から始
まり「ノー電子メディアデー」が必要であることを提唱し
ています。人間が人間らしく生き、とりわけ子どもの心の
発達を壊さないために、電子メディアに振りまわされず
に、それらのいい面を生かす暮らし方をしようと言ってい
ます。

　最近、育児放棄などによる痛ま
しい事件が起きていますが、子ど
もの人格形成には親の「愛着（ア
タッチメント）」が最も重要だと
説いています。また、このような
ことを書くのは、その両親を糾弾
するためではなく、これからの時
代を生きる子どもたちの育児・教育のあり方やそのために
必要な環境条件を考えるには、子どもたちと親たちのゆが
みの実態を明らかにする必要があると思うからだとも指摘
しています。
　二十世紀には科学技術の発達の負の側面により失ったも
のは目に「見える」ものであったが、二十一世紀のＩＴ革
命あるいは情報化社会の影の部分はすぐには「見えない」
と警告しています。インターネット全盛の時代にあってア
ンチテーゼを示す一冊です。

（主任研究員　土屋　潤）

『壊れる日本人』
ケータイ・ネット依存症への告別

　

本
年
９
月
よ
り
、
三
重
大
学
の
研
究
員

で
あ
る
竹
峰
誠
一
郎
氏
を
当
セ
ン
タ
ー
の

非
常
勤
研
究
員
と
し
て
お
迎
え
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
副
理
事
長
で
あ
る
三
重

大
学
児
玉
教
授
の
研
究
室
で
、『
平
和
学
』

の
研
究
を
お
こ
な
う
と
共
に
、
幾
つ
か
の

大
学
で
講
師
な
ど
と
し
て
教
鞭
を
と
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
た
び
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
ビ
キ
ニ
環
礁
の
米
核
実
験
問

題
で
は
著
書
や
論
文
な
ど
も
多
く
、
こ
の

研
究
の
第
一
人
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

る
33
歳
の
若
い
研
究
員
で
あ
る
。

　

す
で
に
、
当
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
作
業
を
終
え
て
、
本
年

の
セ
ン
タ
ー
事
業
の
目
玉
で
も
あ
る
、
地

方
自
治
を
テ
ー
マ
に
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
成
の

責
任
者
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て

い
る
。
ま
た
、
地
域
活
性
化
や
「
ま
ち
づ

く
り
」
に
つ
い
て
も
県
や
関
係
市
町
と
連

携
し
て
研
究
を
進
め
た
い
と
意
欲
的
で
あ

る
。

　

従
来
か
ら
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
町
の

職
員
を
研
究
員
と
し
て
派
遣
い
た
だ
き
研

究
活
動
を
行
な
っ
て
き
た
が
、
地
元
大
学

か
ら
も
研
究
員
と
し
て
人
的
協
力
を
い
た

だ
く
こ
と
で
研
究
活
動
が
よ
り
充
実
す
る

も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

　

大
阪
と
千
葉
で
育
ち
、
東
京
の
大
学
出

身
の
ご
本
人
、
当
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
通

じ
て
、
三
重
県
内
の
様
々
な
地
域
を
訪

れ
、
人
々
と
出
会
い
、
大
い
に
語
り
あ
い

な
が
ら
実
践
的
な
研
究
活
動
を
展
開
し
た

い
と
の
抱
負
な
の
で
、
会
員
の
皆
さ
ん

や
、
県
市
町
で
の
勉
強
会
や
講
演
会
な
ど

に
お
声
が
け
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。　
　
　
（
事
務
局
長　

奥
山
喜
代
司
）

事
務
局
に
強
力
な
新
人
加
入

事
務
局
に
強
力
な
新
人
加
入


